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０．はじめに
本稿では、Halle & Vergnaud （1987）（以降HV）で展開された英語の強勢理論を、Halle &
Idsardi（1995）（以降HI）の枠組みの中で再考する。
本稿の構成は次の通りである。
０．はじめに
１．理論的基礎概念
２．派生
２．１． 語の派生
２．１．１．単純な場合
２．１．２．第２強勢を持つ語の場合
２．１．３．韻律外性（Extrametricality）で説明された語の場合
２．１．４．リズム規則（Rhythm Rule）で説明された語の場合
２．１．５．重音節であるが韻律外であるとされた語の場合
２．１．６．短音化で説明される語の場合
２．１．７．強勢高揚（Stress Enhancement）で説明された語の場合
２．１．８．強勢転写（Stress Copy）で説明された語の場合
２．１．９．強勢領域（Stress Domain）で説明された語の場合
２．２． 句と複合語の派生
２．２．１．句の派生
２．２．２．複合語の派生
３．まとめ
４．終わりに
１．理論的基礎概念
HIの理論的基礎概念は次の通りである。
（1）Line 0 mark projection
Project a line 0 element for each syllable head.
「各々の音節主要部についてライン０上の要素を投射せよ」
音節主要部（syllable head）は、強勢を担うことのできる要素のことで、一般的には母音である。
その母音を強勢平面（stress plane）1の韻律格子（metrical grid）上で xと表し、このラインをライン0
とよぶ。また、従属強勢や主強勢を表すために、HVではライン１上で星印が付与されたが、HIでは、
まず次のパラメータによって音節境界（syllable boundary）が付与される。
（2）Syllable Boundary Projection parameter 2
Project the left/right boundary of certain syllables onto line 0.［ = Project L/R］
「一定の音節の左または右の境界をライン０上に投射せよ」
「一定の音節」についてであるが、英語では、重音節（heavy syllable）が強勢を担うことができる
ので、次のパラメータによって、重音節の左の境界がライン０で投射されることになる。
（3）Syllable Boundary Projection parameter
Project the left boundary of heavy syllables onto line 0.［= Project L］
「重音節の左の境界をライン０上に投射せよ」
次に、各々の韻律構成素（metrical constituent）における主要部要素（head element）を表示する
ために次のパラメータが導入される。
（4）Head Location parameter 
Project the（left/right）-most element of each constituent onto the next line of the grid.
「各々の構成素の左端または右端の要素を、格子の次のライン上に投射せよ」
［ = Head L/R］
語頭（または第二音節）の強勢を説明するためには、さらに次のパラメータが必要となる。
（5）Edge-marking parameter
Place a left/right parenthesis to the left/right of the（left/right）-most element in the string.
「記号列中において、左端または右端の要素の、左または右に、左括弧または右括弧を置け」
［ = Edge:LLL/RRR, LRLなど］
２．派生
２．１．１．単純な場合
次に実例で説明することにする。以下の例はHVのあげている例である。
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（6）（= HV, p. 227,（1））
Cánada agénda marína túna hénna
alúminum conúndrum cerébrum póssum vénom
まず、Cánadaとagéndaについてであるが、派生は各々（7）、（8）のようになる。3
（7）Cánada （8）agénda
Line 0 Project:L x x x x （x） x
L L L L H L
Edge:LLL （x） x x cannot apply   （x（ Avoided
L L L
x x
Head:L （x） x x x （x） x
L L L L H L
Line 1 Edge:LLL （x） （x）
（x） x x x （x） x
L L L L H L
Head:L x x
（x） （x）
（x） x x x （x） x
L L L L H L
（7）では、軽音節ばかりなので、Project:Lは適用されない。次にEdge:LLLとHead:LがLine 0と
Line 1の両方で適用されてCánadaが生成される。ここで注意すべきは、HIでは語末の音節-daは、い
わゆる韻律外（extrametrical）の音節として扱われないということである。（8）では重音節があるの
でProject:Lが適用され、第二音節の左に左境界が挿入される。しかし、Edge:LLLは適用できない。
英語では（x（の形は避けられるからである。次にHead:Lが適用されてライン１上で星印が付与され
る。line 1では、再びEdge:LLLが適用されてライン１の星印の左に左境界が付与される。最後に
Head:Lが適用され、agéndaが派生される。marínaも全く同様に派生される。
次に、語頭に重音節がくるtúnaについて考える。派生は（9）のようになる。
39
英語の強勢について（On English Stress）
（9） túna
Line 0 Project:L （x） x
H L
Edge:LLL vacuous
Head:L x
（x） x
H L
Line 1 Edge:LLL （x）
（x） x
H L
Head:L x
（x）
（x） x
H L
（9）では重音節があるのでProject:Lが適用され、語頭の音節の左に左境界が挿入される。
Edge:LLLは空虚に（vacuously）適用される。次にHead:Lが適用されてライン１上で星印が付与され
る。line 1では、再びEdge:LLLが適用されて、ライン１の星印の左に左境界が付与される。最後に
Head:Lが適用され、túnaが派生される。
次にhénnaを扱うが、派生は（10）のようになる。
（10） hénna
Line 0 Project:L x x
L L
Edge:LLL （x） x
L L
x
Head:L （x） x
L L
40
Line 1 Edge:LLL （x）
（x） x
L L
Head:L x
（x）
（x） x
L L
この語は軽音節のみであるから、Cánadaの語末の音節がない場合と同じになる。従って、派生（7）
において右端の xを取り除いた派生となる。パラメータ指定は全く同じである。
次に（6）の第二列目の語を扱う。まず最初にalúminumであるが、派生は（11）のようになる。
（11） alúminum
Line 0 Project:L x （x） x x （x # Avoided
L H L H
Edge:LLL cannot apply （x（Avoided
x
Head:L x （x） x x
L H L H
Line 1 Edge:LLL （x）
x （x） x x
L H L H
Head:L x
（x）
x （x） x x
L H L H
この派生で注意すべきは、語末の音節-numは重音節であるが、回避制約（Avoid（x #）のため
Project:Lは適用されないということである。
次にconúndrum を扱うが、派生は（12）のようになる。
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（12） conúndrum
Line 0 Project:L x （x） x （x # Avoided 
L H H
Edge:LLL cannot apply （x（Avoided
x
Head:L x （x） x
L H H
Line 1 Edge:LLL （x）
x （x） x
L H H
Head:L x
（x）
x （x） x
L H H
この派生でも注意すべきは、（11）と同様にして、語末の音節-drumは重音節であるが、回避制約
（Avoid（x #）のためProject:Lは適用されないということである。
次にcerébrumの派生に向かう。派生は（13）のようになる。
（13） cerébrum
Line 0 Project:L x x x （x # Avoided
L L H
Edge:LRL x （x） x
L L H
x
Head:L x （x） x
L L H
Line 1 Edge:LLL （x）
x （x） x
L L H
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Head:L x
（x）
x （x） x
L L H
この派生でも語末の音節が重音節であるにもかかわらず回避制約（Avoid（x #）のためProject:Lは
適用されない。注意すべき事は、今までの例とは異なり、EdgeがLLLではなく、LRLが適用されると
いうことである。これは、語頭から二番目の音節が重音節ではなく軽音節であるにもかかわらずアク
セントを持つためである。あとのパラメータ指定は同じである。
次にpóssumの派生について考える。派生は（14）のようになる。
（14） póssum
Line 0 Project:L （x） x （x # Avoided
H H
Edge:LLL vacuous＿
x
Head:L （x） x
H H
Line 1 Edge:LLL （x）
（x） x
H H
Head:L x
（x）
（x） x
H H
この派生でも、語末の音節が重音節であるにもかかわらず、回避制約（Avoid （x #）のため
Project:Lは適用されない。Edge:LLLは空虚に（vacuously）適用される。左端の音節の左にはすでに
Project:Lによって左境界が付与されているからである。あとは他の例と同じパラメータ指定が適用さ
れる。vénomの派生も全く同じようになる。
これまでのパラメータ指定等をまとめると次のようになる。
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（15）英語のパラメータ指定等
Line 0 Project:L Edge:LLL/LRL Head:L Avoidance Constraint 
Line 1 Edge:LLL Head:L Avoid （x #, Avoid（x（
ここでパラメータ指定が「等質（homogeneous）」であるか「異質（heterogeneous）」であるかに
ついて考察する。このことはHIの４１１頁で詳しく論じられているが、パラメータ指定が等質である
というのは、一種類のみの括弧を使用している場合である。英語ではパラメータの値が、すべてLま
たはLLLとなる語のパラメータ指定の方が、Rが混じるパラメータ指定よりも等質であると言う。そ
して普遍文法では、等質なパラメータのほうが好まれる。4
例として、（8）の派生について考えてみる。
この派生において、LではなくRを使用した派生は（16）のようになる。
（16）（ =（8）） agénda
Line 0 Project:R x （x） x
L H L
Edge:RRR cannot apply ）x） Avoided
x
Head:R x （x） x
L H L
Line 1 Edge:RRR （x）
x （x） x
L H L
Head:R x
（x）
x （x） x
L H L
では、派生（8）と派生（16）ではどちらがより「等質的」であるといえるだろうか。その答えは、
英語で禁止される韻律形（metrical configuration）（HI, p. 411, 424参照）である）x）を回避する制
約（Avoid ）x））にある。この「回避制約（Avoidance Constraint）」の適用は英語の複合語の派生
（165）（（その９）１１頁参照）、（171）、（174）（各々、（その10）1頁、４頁参照）で合計して三度
だけでてくるが、大多数は「回避制約（Avoid（x（）」が見られる（HI, p. 422, （49）他参照）し、
他の言語では見られない。そのため、英語ではLのみを使う派生のほうがRのみを使う派生よりも
「等質的」であるといえる。5
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２．１．２． 第２強勢（secondary stress）を持つ語の場合
次にHVの（17）のような例を扱うことにする。
（17）（HV, p. 228, （4））
a. ònomàtopéia Àpalàchicóla arìstocrátic 
b. sèrendípity Càlifórnia hàmamèlidánthemum
a.の第一例と第二例、b.の第三例は第２強勢（secondary stress）をいくつか持っているので、今ま
でのパラメータ指定では正しいアクセントを派生できない。そこでHIの「反復構成素構築（Iterative
Constituent Construction, ICC）」を用いる。これは次のように表される。
（18）（=（HI, p. 419, （38））
a. ICC:L = Ø → （ /＿＿＿＿ x x （right to left）
b. ICC:R = Ø → ）/ x x ＿＿＿＿（left to right）
ICC:LもICC:Rも、２項的構成素（binary constituent）を生成する（HI, p. 419）が、実例で適用方
法を見てゆくことにする。
まず、ònomàtopéiaであるが、派生は（19）のようになる。
（19）ònomàtopéia
Line 0 Project:L x x x x （x） x
L L L L H L
Edge:LLL （x） x x x （x） x
L L L L H L
ICC:L （x） x （x） x （x） x
L L L L H L
Head:L x x x
（x） x （x） x （x） x
L L L L H L
Line 1 Edge:RRR x x （x）
（x） x （x） x （x） x
L L L L H L
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Head:R x
x x （x）
（x） x （x） x （x） x
L L L L H L
この派生では、語末から2番目の音節（penultimate syllable）が重音節であるので、まずProject:L
が適用される。次に、語頭の音節にアクセントがあるので、Edge:LLLが適用される。次にICC:Lが
適用され、２項的構成素が新たに二つ生成される。次に、このようにして生成された３個の２項的構
成素を構成する音節のうち、どれが主要部（head）であるかを決めるため、Head:Lが適用される。line 1
上では、line0で生成された３個の主要部のうち、どれが主強勢（main stress）を担うかを示すため、Edge:RRR
とHead:Rが適用されて正しいアクセントが生成される。Àpalàchicólaもònomàtopéiaと全く同じ派生
となる。これらの派生が示すように、英語のパラメータ指定等は次のように修正する必要がある。
（20）英語のパラメータ指定等（修正）
Line 0 Project:L ICC:L Edge:LLL/LRL Head:L Avoidance Constraint
Line 1 Edge:LLL/RRR Head:L/R Avoid（x #, Avoid（x（
次にarìstocráticに向かうことにする。派生は（21）のようになる。
（21） arìstocrátic
Line 0 Project:L x （x） x x x （x #  Avoided
L H L L H
ICC:L x （x） x （x） x
L H L L H
Head:L x x
x （x） x （x） x
L H L L H
Line 1 Edge:RRR x （x）
x （x） x （x） x
L H L L H
Edge:R x
x （x）
x （x） x （x） x
L H L L H
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この派生では、第二音節と語末の音節が重音節であるが、回避制約（Avoid（x # ）のためProject:L
は第二音節にしか適用されない。次に、ICC:Lが適用され、２項的構成素が二つ生成される。次に、生
成された２個の２項的構成素を構成する音節のうち、どちらが主要部（head）であるかを決めるため、
Head:Lが適用される。line 1上では、line 0で生成された２個の主要部のうち、どちらが主強勢（main
stress）を担うかを示すため、Edge:RRRとHead:Rが適用されて正しいアクセントが生成される。
次に（17b）のsèrendípityに向かうことにする。派生は（22）のようになる。
（22） sèrendípity
Line 0 Project:L x （x） x x x
L H L L L
Edge:LLL （x）（x） x x x Avoid （x（ Overridden
L H L L L
ICC:L （x）（x） x （x） x
L H L L L
Head:R x x x
（x）（x） x （x） x
L H L L L
Line 1 Edge:LRL x （x） x
（x）（x） x （x） x
L H L L L
Head:L x
x （x） x
（x）（x） x （x） x
L H L L L
SD x
x （x）
（x）（x） x x x
L H L L L
この派生では、語頭から二番目の音節が重音節であるためProject:Lが適用される。次に語頭の音節
にアクセントがくることを説明するために、Edge:LLLが適用されるが、回避制約（Avoid（x（ ）6は
無視されなければならない（overridden、以降OR）。次に、ICC:Lが適用され、２項的構成素が二つ
と、１項的構成素（unitary constituent）が一つとなる。次に、生成された３個の構成素を構成する音
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節主要部（syllable head）を示すため、Head:Rが適用される。line 1上では、line 0で生成された３個
の主要部のうち、どれが主強勢（main stress）を担うかを示すため、Edge:LRLとHead:Lが適用され、
最後に「強勢削除規則（Stress Deletion、SD）」7が適用されて正しいアクセントが生成される。この
派生には問題点が二つある。一つめは、SD が適用された後で４項的構成素が生じていることである。
そこで、この派生については、後で（その２）注９でもう一度扱うことにする。
もう一つは、第二音節が共鳴音（sonorant）で終わっていることである。HVでは、line 1上で、こ
の第二音節にある星印（asterisk）を「共鳴音無強勢化（Sonorant Destressing）」で消去しているが、
本稿ではHead:Rを適用して、この共鳴音で終わる音節にline 1上で星印が付与されないようにしてい
るので、今のところ、共鳴音無強勢化は適用する必要がない。
この派生によると、英語のパラメータ指定等は、再び次のように修正されなければならない。
（23）英語のパラメータ指定等（修正）
Line 0 Project:L ICC:L Edge:LLL/LRL Head:L/R
Line 1 Edge:LLL/RRR/LRL Head:L/R
Avoidance Constraint Overriden Constraint
Avoid（x #, Avoid（x（ Avoid（x（
次に（17b）のCàlifórniaに向かう。派生は（24）のようになる。
（24） Càlifórnia
Line 0 Project:L x x （x） x x
L L H L L
Edge:LLL （x） x （x） x x
L L H L L
ICC:L cannot apply （x（ Avoided
Head:L x x
（x） x （x） x x
L L H L L
Line 1 Edge:RRR x （x）
（x） x （x） x x
L L H L L
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Head:R x
x （x）
（x） x （x） x x
L L H L L
この派生では、語末から三番目の音節（antepenultimate syllable）が重音節であるので、まず
Project:Lが適用される。次に、語頭の音節にアクセントがくることを説明するために、Edge:LLLが
適用される。ICC:Lは回避制約（Avoid（x（ ）のため適用できない。次に、生成された２個の構成素
を構成する音節のうち、どちらが主要部（head）であるかを決めるため、Head:Lが適用される。line
1上では、line 0で生成された２個の主要部のうち、どちらが主強勢（main stress）を担うかを示すた
め、Edge:RRRとHead:Rが適用されて正しいアクセントが生成される。
次に（17b）のhàmamèlidánthemumに向かうことにする。派生は（25）のようになる。
（25） hàmamèlidánthemum
Line 0 Project:L x x x x （x） x x
L L L L H L H （x #  Avoided
Edge:LLL （x） x x x （x） x x
L L L L H L H
ICC:L （x） x （x） x （x） x x
L L L L H L H
Head:L x x x
（x） x （x） x （x） x x
L L L L H L H
Line 1 Edge:RRR x x （x）
（x） x （x） x （x） x x
L L L L H L H
Head:R x
x x （x）
（x） x （x） x （x） x x
L L L L H L H
49
英語の強勢について（On English Stress）
この派生では、語末から三番目の音節（antepenultimate syllable）が重音節であるので、まず
Project:Lが適用される。しかし語末の音節（ultimate syllable）も重音節であるが、回避制約（Avoid
（ x # ）のためProject:Lは適用されない。次に、語頭の音節にアクセントがくることを説明するため
に、Edge:LLLが適用される。さらに、ICC:Lが適用される。次の段階では、このようにして生成さ
れた３個の構成素を構成する音節のうち、どれが主要部（head）であるかを決めるため、Head:Lが
適用される。line 1上では、line 0で生成された３個の主要部のうち、どれが主強勢（main stress）を
担うかを示すため、Edge:RRRとHead:Rが適用されて正しいアクセントが生成される。
２．１．３．韻律外性で説明された語の場合
次にHVの（26）のような例を扱う。
（26）（= HV, p. 229, （8））
pérsonal dìaléctal ànecdótal
vígilant repúgnant compláisant
màgnánimous mòméntous desírous
これらの例は、「接尾辞が添加された形容詞（suffixed adjective）」であり、HVでは「韻律外性
（Extrametricality）」で説明されているものである（HV, p. 227,（2）, p. 230,（9））。本稿では韻律外
性は回避制約があれば不要となることを示す。
まず、pérsonalであるが、派生は（27）のようになる。
（27） pérsonal
Line 0 Project:L x x x （x #  Avoided
L L H
Edge:LLL （x） x x
L L H
ICC:L cannot apply （x #  Avoided
Head:L x
（x） x x
L L H
Line 1 Edge:LLL （x）
（x） x x
L L H
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Head:L x
（x）
（x） x x
L L H
この派生では、語末の音節（ultimate syllable）が重音節であるが、回避制約（Avoid （x #）のた
めProject:Lは適用されない。次に、語頭にアクセントがくることを説明するためにEdge:LLLが適用
される。ICC:Lは回避制約（Avoid（x #）のため適用できない。次にこれまでに生成された３項的構
成素を構成する音節のうち、どれが主要部（head）であるかを決めるため、Head:Lが適用される。
line 1上では、line 0で生成された主要部が主強勢（main stress）を担うことを示すため、Edge:LLL
とHead:Lが適用されて正しいアクセントが生成される。
次にdìaléctalを扱うが、派生は（28）のようになる。
（28） dìaléctal
Line 0 Project:L （x） x （x） x （x #  Avoided
H L H H
Edge:LLL vacuous
ICC:L vacuous
Head:L x x
（x） x （x） x
H L H H
Line 1 Edge:RRR x （x）
（x） x （x） x
H L H H
Head:R x
x （x）
（x） x （x） x
H L H H
この派生では、語頭の音節と語末から二番目の音節および語末の音節が重音節であるので、まず
Project:Lが適用される。しかし語末の音節も重音節であるが、回避制約（Avoid （x #）のため
Project:Lは適用されない。次に、Edge:LLLとICC:Lが空虚に（vacuously）適用される。次にこれま
でに生成された二つの２項的構成素を構成する音節のうち、どちらが主要部（head）であるかを決め
るため、Head:Lが適用される。line 1上では、line 0で生成された二つの主要部のうち、どちらが主
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強勢（main stress）を担うかを示すため、Edge:RRRとHead:Rが適用されて正しいアクセントが生成
される。（その２へ続く）
注
1 HI p. 406参照。
2 （left/right）はHIの表記を少し変えてあるが、全く同じことを表す。以下でも同じ。
また、［= Project L/R］は、HIでは表示されていないが、本稿で書き加えたもの。以下でも同じ。
3 Project:LのLはleft boundaryのLであり、xの下のLはlight syllableのL、Hはheavy syllableのH。
4 言語によっては、すべてのパラメータ指定がLでないものもある。いくつかの言語のパラメータ指
定をあげるなら、例えば、Khalkhaのパラメータ指定は次のようになっている（HI, p. 413）。
Line 0 Project:L Edge:RRR Head:L
Line1 Edge:LLL Head:L
また、Turkishは次のようになっている（HI, p. 416）。Project:Lは筆者が付け加えた。
Line 0 ［Project:L］ Edge:LLL Head:R
Line1 Edge:LLL Head:L
また、Warao、MaranungkuやLatinのようにEdgeがRRRとなっている言語もあるし（HI, p. 419, 
p. 420, p. 424）、WinnebagoのようにEdgeがLRLとなっている言語もある（HI,p. 430）。
5 HI, p. 423の派生（50）でEdge:RRR, ICC:R, Head:R, Avoid ）x）も考えられるが、そうすると正
しいアクセントが派生できない。やはり、Edge:LLL, ICC:L, Head:L, Avoid  （x（ を用いなければ
ならない。
6 この制約はHIでは、p. 422で次のように表されており、
（49）Avoid（x（
「この制約は、『強勢衝突（stress clash）』を妨げる」と述べられている。英語のみの制約ではなく、
Garawaでも必要とされる。また、この制約は無視されなければならないとする点は、ある意味にお
いて、制約は違反できるとする、最適性理論（Optimality Theory）の制約（constraint）の「違反可
能性（violability）」という考え方に似ている。McCarthy and Prince （1993）参照。
7 この規則はHVでは次のように定式化されている。
Stress Deletion （HV, p. 239, （33））［= SD］
Over a stress well, delete asterisks on line 1 and above, provided that the well is assigned to 
a syllable with a nonbranching rime or to a Latinate prefix.
「強勢の井戸の上でライン１および、それより上の星印を削除せよ。ただし、その井戸は、枝分
かれのないライムをもつ音節に、あるいは、ラテン系の接頭辞に付与されているものとする。」
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